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研究の目的及び内容（研究計画書より）：流氷に覆われる冬期オホーツク海における油流出事故

に備えるため、氷海中の流出油挙動予測システムを開発研究する。北大低温研グループの役割：

オホーツク海における流出油の挙動を予測するシステムのベースとなる 3 次元の海流・潮流デー

タベースを作成することを目的とする。本データベースは、東京大学の山口教授グループのもと

で作成される氷海域における流出油予測モデルの海流・潮流データベースとして使用される。  

 

日本海では、1997 年 1 月に起ったロシアのタンカー・ナホトカ号の流出油事故を契機に、本格

的な流出油シミュレーションモデルが開発され(Varlamov et al., 1999)、最近ではオペレーショ

ナルなモデルまで開発されている(Varlamov and Yoon, 2003)。オホーツク海では、大規模なサハ

リン油田開発に伴ってタンカーの往来が急増し、日本海よりも油流出事故の発生が危惧される状

況となっている。そのような中で、2006 年 2−3 月に 5500 羽以上の油まみれの海鳥の死骸が世界

遺産に登録されたばかりの知床沿岸に漂着するという事故も起こっている。オホーツク海におい

て、流出油予測システムを作ることは急務と言える。東樺太海流のような強い海流がある海域で

は油の流動はかなりの部分海の流れで決まるが、既存の油予測モデルは適切に海流が表現されて

おらず、実用に足るものとなっていない。本研究では海流を非常によく再現できるモデルを用い

ることで、将来起こる可能性があるサハリン油田からの油流出に対して、数週間から数ヶ月先ま

での油の流動・拡散を予測・シミュレーションできるモデル・システムを確立することをめざし

ている。 

流出油の挙動は、蒸発・溶解・乳化・沈降・生物分解など複雑であるが、その流動に関しては

ほぼ表層の流れに従うと考えられる。そこで、数値モデルにより、流出油を想定した粒子を表層

に投入して追跡する、粒子追跡実験(Particle tracking method)を行うことで、流出油の漂流･

拡散をシミュレーションする。1999 年から 2005 年までの 8年間について実験を行い、それらを 8

つのアンサンブル実験として、流出油の漂流･拡散の統計的分布図を作成した。実験では、潮流モ

デルから得られた主要４分潮の潮流とランダムウォークによる拡散も入っている。漂流粒子が岸

のグリッドセルは入った場合は、粒子はそこに漂着した（ビーチング）として実験を行った。 

実験としては、一つは大油田サハリン II があるサハリン北部東岸沖に漂流粒子を投入した場合、

もう一つは原油・天然ガスパイプラインの終点でありタンカーターミナルであるプリゴロドノエ

沖（アニワ湾岸東部）に投入した場合をここで紹介する。それぞれ、１、４、７、１０月に粒子



が投入された場合の統計的予測分布図を示す。緑～赤をもって海面上の確率密度を、青～紫をも

ってビーチングの確率密度を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2：サハリン II 沖（図の四角）、4月に粒子を投入し

た場合の確率密度マップ 

 
図 1：サハリン II 沖（図の四角）、1月に粒子を投入し

た場合の確率密度マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4：サハリン II 沖（図の四角）、10月に粒子を投入し

た場合の確率密度マップ 

 
図 3：サハリン II 沖（図の四角）、7月に粒子を投入し

た場合の確率密度マップ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5：プリゴロドノエ沖（図の四角）、1月に粒子を投入

した場合の確率密度マップ 

図 8：プリゴロドノエ沖（図の四角）、10 月に粒子を投

入した場合の確率密度マップ 

図 7：プリゴロドノエ沖（図の四角）、7月に粒子を投入

した場合の確率密度マップ 

図 6：プリゴロドノエ沖（図の四角）、4月に粒子を投入

した場合の確率密度マップ 

 

 

リンク 

動画で見るオホーツク海の循環  

 

オホーツク海における漂流物の粒子追跡モデル実験

沿岸海洋研究, 45 号 (2008) (加筆・修正版) 

 

東樺太海流のベールを剥ぐ

 

宗谷暖流のベールを剥ぐ

 

 

 

 

http://www.lowtem.hokudai.ac.jp/joint/okh/movie.html
http://wwwod.lowtem.hokudai.ac.jp/%7Eohshima/yomimono-kaisetsu/ohshima-engan_v2.pdf
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